
2022 年度	 第 2 回	 農村計画本委員会議事録	

日時｜	 2022.11.29	/	10:00-12:30	

場所｜	 ONLINE（Zoom）	

出席｜	 委員長｜神吉紀世子（京都大）	

幹 事｜青木佳子（東京大）	 齋藤雪彦（千葉大）	 	 清野隆（國學院大・記録）	

委 員｜浅井秀子（鳥取大）	 岡田知子（西日本工大）	 	 大沼正寛（東北工大）	

	 上村真仁（筑紫女学園大）後藤隆太郎（佐賀大）	 	 斎尾直子（東京工業大）	

	 坂本淳二（摂南大）	 澤田雅浩（兵庫県立大）	 	 瀬沼頼子（昭和女子大）	

	 田中暁子（東京都市研究所）友渕貴之（宮城大）	 	 中野茂夫（大阪公立大）	

	 野村理恵（北海道大）	 不破正仁（東北工業大）	 	 森田椋也（徳島大）	

	 吉村真衣（三重大）	 遊佐敏彦（奈良県立医大）	

事務局｜伏見朋枝（AIJ）	 	 	 	 	 	 以上 21 名（順不同）	

	

Ⅰ.確認事項	

前回本委員会（22/7/15）議事録	

	

Ⅱ.報告事項	

1．委員会等における女性会員の参画機会の拡大についてのお願い［男女共同参画推進委員会］【資料 No.1】	

・神吉委員長より、資料に基づいて説明。農村計画委員会は女性会員率が比較的高い。	

	

2．2021-2022 年度調査研究委員会活動報告会について【資料 No.2】	

・今年度は農村計画委員会が当番。	

	

3．小委員会活動成果報告書の提出依頼【資料 No.3】	

・小委員会からの報告はスライド 1 枚（これまでは２枚）で作成依頼。	

	

4．関東大震災 100 周年に関する活動についての情報共有のお願い［関東大震災 100 周年タスクフォース］：農

村計画委員会回答【資料 No.4】	

・神吉委員長より、資料に基づいて説明。委員からの回答をまとめて提出。	

	

5．2022 年度大会 AIJ デジタルライブラリーアンケート：農村計画委員会回答（	 2 件）【資料 No.5】	

・伏見さんより、資料に基づいて説明。両委員会共に「会員限定で 1 年後に無償公開する」との回答。	

	

6．2023 年度大会(近畿)研究集会開催方式の要望について［2023 年度日本建築学会大会(近畿)実行委員会］【資

料 No.6】	

・大会初日に PD、研究懇話会をオンラインで開催。録画して２週間公開することを了承。	

・２～４日目は学術講演会など対面で開催。	

	

Ⅲ.審議・懇談事項	



1．推薦依頼関係【資料 No.7-12】	

（1）2023 年日本建築学会大賞業績候補【再検討】	

・候補者名はあがっているが、今年度は推薦しない。準備と検討を重ねて数年後に推薦。	

（2）2023 年日本建築学会文化賞候補業績【再検討】	

・前回「グラウンドワーク三島」が候補としてあげられた。来年度の応募に向けて準備。齋藤委員から長野大

学松下重雄先生（元グラウンドワーク三島）に推薦文書の作成を依頼予定。	

・このほか、瀬沼委員より、「花巻市・まちてくギャラリー」の推薦、上村委員より「竹富島」、「安心院」の推

薦。今から調べて数年後に戦略的に推薦。	

・神吉委員長より今年度の応募案として加子母木匠塾の推薦。コロナ禍での取り組みをアピールできる。神吉

委員長から関係者に打診。	

（3）2024 年学会賞選考委員会委員(論文部会)候補	

・柳田良造先生を推薦。（再任となるが、以前は都市計画部門から就任だった）	

（4）2024 年日本建築学会奨励賞選考委員会委員候補	

・野村委員を推薦。	

（5）論文集委員会委員	

・清野委員を推薦。	

（6）技術報告集委員会委員	

・遊佐委員を推薦。	

	

2.2023 年度大会関係【資料 No.13-14】	

（1）OS、研究発表部門細分類・細々分類の検討依頼【再検討】	

・期限の 11 月 21 日時点で、OS の応募なし。研究発表部門細分類・細々分類の再検討に関する意見なし。	

・OS については、大沼先生が応募検討。	

・研究発表部門細分類・細々分類はこのままでよい。	

（2）研究集会の企画提出依頼【再検討】	

・期限の 11 月 21 日時点で研究集会の応募なし。	

・研究協議会の開催を減災集落計画小委員会で検討。	

・PD、または研究懇談会の開催を海際文化小委員会で検討。	

	

3.本委員会関係【資料 No.15-16】	

（1）2022 年度大会(北海道)学術講演会農村計画委員会若手優秀発表賞について	

・これから検討。	

（2）催し物実施報告：2022 年度農村計画委員会春季学術研究会「山と木と地域と庁舎建築	 ―京丹波町新庁舎・

地産地消の取組み」	

・神吉委員長より資料に基づいて報告。	

（3）小委員会活動報告・計画	

・各小委員会主査より報告。	

	

4.委員の委嘱・解嘱【資料 No.17】	

・海際文化小委員会にて、江端木環君（大阪大学）を追加。	

・アジア国際WG にて、本塚委員（明石高専）を追加。	

	



Ⅳ.その他	

・坂本委員（農村地域構造分析・計画論ＷＧ）より、農村集落調査の廃止について情報提供。WG で対応を検討。

本委員会への声掛けを依頼。	

	

以上	


